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    第一章
1士師さばきづかさの世よををさむる時ときにあたりて國くにに饑饉ききんたありければ一箇ひとりの人ひとその妻つまと二人ふたりの男子むすこをひきつれてベテレヘムユダを去さりモアブの地ちにゆきて寄寓とどまる 2その人ひとの名なはエリメレクその妻つまの名なはナオミその二人ふたりの男子むすこの名なはマロンおよびキリオンといふベテレヘムユダのエフラテ人びとなり 彼等かれらモアブの地ちにいたりて其處そこにをりしが 3ナオミの夫をつとエリメレク死しにてナオミとその二人ふたりの男子むすこのこさる 4彼等かれらおのおのモアブの婦人をんなを妻つまにめとる その一人ひとりの名なはオルパといひ一人ひとりの名なはルツといふ 彼處かしこにすむこと十年ねん許ばかりにして 5マロンとキリオンの二人ふたりもまた死しねり 斯かくナオミは二人ふたりの男子むすこと夫をつとに後おくれしが 6モアブの地ちにて彼かれヱホバその民たみを眷かへりみて食物しよくもつを之これにたまふと聞ききければその媳よめとともに起たちちてモアブの地ちより歸かへらんとし 7その在をるところを出いでたりその 二人ふたりの媳よめこれとともにあり 彼等かれらユダの地ちにかへらんと途みちにすすむ 8爰ここにナオミその二人ふたりの媳よめにいひけるは汝なんぢらはゆきておのおの母ははの家いへにかへれ 汝なんぢらがかの死しにたる者ものと我われとを善よく待あつかひしごとくにねがはくはヱホバまたなんぢらを善よくあつかひたまへ 9ねがはくはヱホバなんぢらをして各々おのおのその夫をつとの家いへにて安身處おちつきどころをえせしめたまへと 乃すなはちかれらに接吻くちつけしければ彼等かれら聲こゑをあげて哭なき 10之これにいひけるは我われら汝なんぢとともに汝なんぢの民たみにかへらんと 11ナオミいひけるは女子むすめよ返かへれ 汝なんぢらなんぞ我われと共ともにゆくべけんや 汝なんぢらの夫をつととなるべき子こ猶なほわが胎はらにあらんや 12女子むすめよかへりゆけ 我われは老おいたれば夫をつとをもつをえざるなり 假設よしやわれ指望のぞみありといふとも今夜こよひ夫をつとを有もつとも而しかしてまた子こを生うむとも 13汝等なんぢらこれがために其その子この生長ひととなるまでまちをるべけんや 之これがために夫をつとをもたずしてひきこもりをるべけんや 女子むすめよ然しかすべきにあらず 我われはヱホバの手てののぞみてわれを攻せめしことを汝なんぢらのために痛いたくうれふるなり 14彼等かれらまた聲こゑをあげて哭なく 而しかしてオルパはその姑しうとめに接吻くちつけせしがルツは之これを離はなれず 15是これによりてナオミまたいひけるは視みよ汝なんぢの妯娌あひよめはその民たみとその神かみにかへり往ゆく 汝なんぢも妯娌あひよめにしたがひてかへるべし 16ルツいひけるは汝なんぢを棄すて汝なんぢをはなれて歸かへることを我われに催うながすなかれ我われは汝なんぢのゆくところに往ゆき汝なんぢの宿やどるところにやどらん 汝なんぢの民たみはわが民たみ汝なんぢの神かみはわが神かみなり 17汝なんぢの死しぬるところに我われは死しにて其處そこに葬はうむらるべし 若もし死別しにわかれにあらずして我われなんぢとわかれなばヱホバわれにかくなし又またかさねてかくなしたまへ 18彼かれ 媳よめが固かたく心こころをさだめて己おのれとともに來きたらんとするを見みしかば之これに言ものいふことを止やめたり 19かくて彼等かれら二人ふたりゆきて終つひにベテレヘムにいたりしがベテレヘムにいたれる時とき 邑まちこぞりて之これがためにさわぎたち婦女をんな等ども是これはナオミなるやといふ 20ナオミかれらにいひけるは我われをナオミ(樂たのし)と呼よぶなかれ マラ(苦くるし)とよぶべし 全能者ぜんのうしや痛いたく我われを苦くるしめ給たまひたればなり 21我われ盈足みちたりて出いでたるにヱホバ我われをして空むなしくなりて歸かえらしめたまふ ヱホバ我われを攻せめ全能者ぜんのうしやわれをなやましたまふに汝等なんぢらなんぞ我われをナオミと呼よぶや 22斯かくナオミそのモアブの地ちより歸かへれる 媳よめモアブの女をんなルツとともに歸かへり來きたれり 即すなはち彼かれら大麥刈おほむぎかりの初はじめにベテレヘムにいたる
  


  
    第二章
1ナオミにその夫をつとの知己しるひとあり 即すなはちエリメレクの族やからにして大おほいなる力ちからの人ひとなり その名なをボアズといふ 2茲ここにモアブの女をんなルツ、ナオミにいひけるは請こふわれをして田はたけにゆかしめよ 我われ何人なにびとかの目めのまへに恩めぐみをうることあらばその人ひとの後あとにしたがひて穗ほを拾ひろはんと ナオミ彼かれに女子むすめよ往ゆくべしといひければ 3乃すなはち往ゆき遂つひに至いたりて刈者かるものの後うしろにしたがひ田はたけにて穗ほを拾ひろふ 彼かれ意おもはずもエリメレクの族やからなるボアズの田はたけの中うちにいたれり 4時ときにボアズ、ベテレヘムより來きたり その刈者等かるものども刈者等かるものどもに言いふ ねがはくはヱホバ汝等なんぢらとともに在いませと 彼等かれらすなはち答こたへてねがはくはヱホバ汝なんぢを祝めぐみたまへといふ 5ボアズその刈者かるものを督みまはる僕しもべにいひけるは此これは誰たれの女むすめなるや 6刈者かるものを督みまはる人ひとこたへて言いふ是これはモアブの女をんなにしてモアブの地ちよりナオミとともに還かへりし者ものなるが 7いふ請こふ我われをして刈者かるものの後うしろにしたがひて禾束たばの間あひだに穗ほをひろひあつめしめよと 而しかして來きたりて朝あさより今いまにいたるまで此ここにあり 其その家いへにやすみし間まは暫時しばしのみ 8ボアズ、ルツにいひけるは女子むすめよ聽きけ 他ほかの田はたけに穗ほをひろひにゆくなかれ 又また此ここよりいづるなかれわが婢しもめ等らに離はなれずして此ここにをるべし 9人々ひとびとの刈かるところの田はたけに目めをとめてその後うしろにしたがひゆけ 我われ少者わかもの等らに汝なんぢにさはるなかれと命めいぜしにあらずや 汝なんぢ渇かわく時ときは器うつはの所ところにゆきて少者わかものの汲くめるを飮のめと 10彼かれすなはち伏ふして地ちに拜はいし之これにいひけるは我われ如何いかにして汝なんぢの目めの前まへに恩惠めぐみを得えたるか なんぢ異邦人ことくにびとなる我われを顧かへりみると 11ボアズこたへて彼かれにいひけるは汝なんぢが夫をつとの死しにたるより巳來このかた姑しうとめに盡つくしたる事こと汝なんぢがその父母ちちははおよび生うまれたる國くにを離はなれて見みず識しらずの民たみに來きたりし事こと皆みなわれに聞きこえたり 12ねがはくはヱホバ汝なんぢの行爲わざに報むくいたまへ ねがはくはイスラエルの神かみヱホバ即すなはち汝なんぢがその翼つばさの下したに身みを寄よせんとて來きたれる者もの汝なんぢに十分じふぶんの報施むくいをたまはんことを 13彼かれいひけるは主しゆよ我われをして汝なんぢの目めの前まへに恩めぐみをえせしめたまへ 我われは汝なんぢの仕女つかへめの一人ひとりにも及およばざるに汝なんぢかく我われを慰なぐさめ斯かく仕女つかへめに懇切ねんごろに語かたりたまふ 14ボアズかれにいひけるは食事しよくじの時ときは此ここにきたりてこのパンを食くらひ且かつ汝なんぢの食物くひものをこの醋すに濡ひたせよと 彼かれすなはち刈者かるものの傍かたはらに坐ざしければボアズ烘麥やきむぎをかれに與あたふ 彼かれくらひて飽あき其その餘のこりを懷をさむ 15かくて彼かれまた穗ほをひろはんとて起おきあがりければボアズその少者わかものに命めいじていふ 彼かれをして禾束たばの間あひだにても穗ほをひろはしめよ かれを羞はぢしむるなかれ 16且かつ手ての穗ほを故ことさらに彼かれがために抽落ぬきおとしおきて彼かれに拾ひろはしめよ 叱しかるなかれ 17彼かれかく薄暮よひまで田はたけに穗ほをひろひてその拾ひろひし者ものを撲うちしに大おほ麥むぎ一斗と許ばかりありき 18彼かれすなはち之これを携たづさへて邑まちにいり姑しうとめにその拾ひろひし者ものを看みせ且かつその飽あきたる後のちに懷をさめおきたる者ものを取とり出いだして之これにあたふ 19姑しうとめかれにいひけるは汝なんぢ今日けふ何處いづくにて穗ほをひろひしや 何いづれの處ところにて工作はたらきしや 願ねがはくは汝なんぢを眷顧かへりみたる者ものに福祉さいはひあれ 彼かれすなはち姑しうとめにその誰たれの所ところに工作はたらきしかを告つげていふ 今日けふわれに工作はたらきをなさしめたる人ひとの名なはボアズといふ 20ナオミ媳よめにいひけるは願ねがはくはヱホバの恩めぐみかれに至いたれ 彼かれは生いける者ものと死しねる者ものとを棄すてずして恩めぐみをほどこす ナオミまた彼かれにいひけるは其人そのひとは我等われらに縁ちなみある者ものにして我等われらの贖業者あがなひびとの一人ひとりなり 21モアブの女をんなルツいひけるは彼かれまた我われにかたりて汝なんぢわが穫刈かりいれの盡ことごとく終をはるまでわが少者わかものの傍かたはらをはなるるなかれといへりと 22ナオミその媳よめルツにいひけるは女子むすめよ汝なんぢかれの婢しもめ等らとともに出いづるは善よし 然さすれば他ほかの田はたけにて人ひとに見みらるることを免まぬかれん 23是これによりて彼かれボアズの婢しもめ等らの傍かたはらを離はなれずして穗ほをひろひ大麥刈おほむぎかりと小麥刈こむぎかりの終をはりにまでおよぶ 彼かれその姑しうとめとともにをる
  


  
    第三章
1爰ここに姑しうとめナオミ彼かれにいひけるは女子むすめよ我われ汝なんぢの安身所おちつきどころを求もとめて汝なんぢを幸さいはひならしむべきにあらずや 2夫それ汝なんぢが偕ともにありし婢しもめ等らを有もてる彼かれボアズは我等われらの知己しるひとなるにあらずや 視みよ彼かれは今夜こよひ 禾塲うちばにて大おほ麥むぎを簸ひる 3然されば汝なんぢの身みを洗あらひて膏あぶらをぬり衣服ころもをまとひて禾塲うちばに下くだり汝なんぢをその人ひとにしらせずしてその食飮くひのみを終をふるを待まて 4而しかして彼かれが臥ふす時ときに汝なんぢその臥ふす所ところを見みとめおき入いりてその脚あしを掀開まくりて其處そこに臥ふせよ 彼かれなんぢの爲なすべきことを汝なんぢにつげんと 5ルツ姑しうとめにいひけるは汝なんぢが我われに言いふところは我われ皆みななすべしと 6すなはち禾塲うちばに下くだり凡すべてその姑しうとめの命めいぜしごとくなせり 7偖さてボアズは食飮くひのみをなしてその心こころをたのしませ往ゆきて麥むぎを積つめる所ところの傍かたはらに臥ふす 是ここに於おいて彼かれ潜ひそかにゆきその足あしを掀開まくりて其處そこに臥ふす 8夜半よなかにおよびて其人そのひと畏懼おそれをおこし起おきかへりて見みるに一人ひとりの婦をんなその足あしの方かたに臥ふしゐたれば 9汝なんぢは誰たれなるやといふに婦をんなこたへて我われは汝なんぢの婢しもめルツなり 汝なんぢの裾すそをもて婢しもめを覆おほひたまへ 汝なんぢは贖業者あがなひびとなればなり 10ボアズいひけるは女子むすめよねがはくはヱホバの恩典めぐみなんぢにいたれ 汝なんぢの後のちの誠實まことは前さきのよりも勝まさる 其そは汝なんぢ貧まづしきと富とめるとを論いはず少わかき人ひとに從したがふことをせざればなり 11されば女子むすめよ懼おそるるなかれ 汝なんぢが言いふところの事ことは皆みなわれ汝なんぢのためになすべし 其そはわが邑まちの人ひと皆みななんぢの賢かしこき女をんななるをしればなり 12我われはまことに贖業者あがなひびとなりと雖いへども我われよりも近ちかき贖業者あがなひびとあり 13今夜こんやは此ここに住宿とどまれ 朝あしたにおよびて彼かれもし汝なんぢのために贖あがなふならば善よし彼かれに贖あがなはしめよ 然されど彼かれもし汝なんぢのために贖あがなふことを好このまずばヱホバは活いく我われ汝なんぢのために贖あがなはん 朝あさまで此ここに臥ふせよと 14ルツ朝あさまでその足あしの方かたに臥ふして誰彼たれかれの辨わきがたき頃ころに起おきあがる ボアズ此この女をんなの禾塲うちばに來きたりしことを人ひとにしらしむべからずといへり 15而しかしていひけるは汝なんぢの著きる袿衣うちきを將とりきたりて其それを開ひろげよと 即すなはち開ひろげければ大おほ麥むぎ六升むますを量はかりて之これに負おはせたり 斯かくして彼かれ邑まちにいたりぬ 16爰ここにルツその姑しうとめの許もとに至いたるに姑しうとめいふ 女子むすめよ如何いかがありしやと 彼かれすなはち其人そのひとの己おのれになしたる事ことをことごとく之これにつげて 17而しかしていひけるは彼かれ空手むなしでにて汝なんぢの姑しうとめの許もとに往ゆくなかれといひて此これ六升むますの大おほ麥むぎを我われにあたへたり 18姑しうとめいひけるは女子むすめよ坐ざして待まち事ことの如何いかになりゆくかを見みよ 彼人かのひと今日けふその事ことを爲終なしをへずば安やすんぜざるべければなり
  


  
    第四章
1爰ここにボアズ門もんの所ところにのぼり往ゆきて其處そこに坐ざしけるに前さきにボアズの言いひたる贖業者あがなひびと過よぎりければ之これに言いふ 某なにがしよ來きたりて此ここに坐ざせよと 即すなはち來きたりて坐ざす 2ボアズまた邑まちの長老としより十人にんを招まねき汝等なんぢら此ここに坐ざせよといひければ則すなはち坐ざす 3時ときに彼かれその贖業人あがなひびとにいひけるはモアブの地ちより還かへりしナオミ我等われらの兄弟きやうだいエリメレクの地ちを賣うる 4我われ汝なんぢにつげしらせて此ここに坐ざする人々ひとびとの前まへわが民たみの長老としよりの前まへにて之これを買かへと言いはんと想おもへり 汝なんぢもし之これを贖あがなはんと思おもはば贖あがなふべし 然されどもし之これを贖あがなはずば吾われに告つげてしらしめよ 汝なんぢの外ほかに贖あがなふ者ものなければなり 我われはなんぢの次つぎなりと彼かれ我われこれを贖あがなはんといひければ 5ボアズいふ 汝なんぢナオミの手てよりその地ちを買かふ日ひには死しねる者ものの妻つまなりし モアブの女をんなルツをも買かひて死しねる者ものの名なをその產業さんげふに存のこすべきなり 6贖業人あがなひびといひけるは我われはみづから贖あがなふあたはず 恐おそらくはわが產業さんげふを壞そこなはん 汝なんぢみづから我われにかはりてあがなへ 我われあがなふことあたはざればなりと 7昔むかしイスラエルにて物ものを贖あがなひ或あるひは交易かへんとする事ことにつきて萬事ばんじを定さだめたる慣例ならはしは斯かくのごとし 即すなはち此人このひと鞋くつを脱ぬぎて彼人かのひとにわたせり 是これイスラエルの中うちの證あかしなりき 8是ここによりてその贖業人あがなひびとボアズにむかひ汝なんぢみづから買かふべしといひて其その鞋くつを脱ぬぎたり 9ボアズ長老としよりおよび諸すべての民たみにいひけるは汝等なんぢら今日けふ見證あかしをなす 我われエリメレクの凡すべての所有ものおよびキリオンとマロンの凡すべての所有ものをナオミの手てより買かひたり 10我われまたマロンの妻つまなりしモアブの女をんなルツを買かひて妻つまとなし彼かの死しねる者ものの名なをその產業さんげふに存のこすべし 是これかの死しねる者ものの名なを其その兄弟きやうだいの中うちとその處ところの門もんに絶たえざらしめんためなり 汝等なんぢら今日けふ證あかしをなす 11門もんにをる人々ひとびとおよび長老としより等たちいひけるはわれら證あかしをなす 願ねがはくはヱホバ汝なんぢの家いへにいるところの婦人をんなをして彼かのイスラエルの家いへを造つくりなしたるラケルとレアの二人ふたりのごとくならしめたまはんことを 願ねがはくは汝なんぢエフラタにて能ちからを得えベテレヘムにて名なをあげよ 12ねがはくはヱホバが此この若わかき婦をんなよりして汝なんぢにたまはんところの子こに由よりて汝なんぢの家いへかのタマルがユダに生うみたるペレズの家いへのごとくなるにいたれ 13斯かくてボアズ、ルツを娶めとりて妻つまとなし彼かれの所ところにいりければヱホバ彼かれを孕はらましめたまひて彼かれ男子なんしを生うめり 14婦女をんな等どもナオミにいひけるはヱホバは讚ほむべきかな 汝なんぢを遺すてずして今日けふ汝なんぢに贖業人あがなひびとあらしめたまふ その名なイスラエルに揚あがれ 15彼かれは汝なんぢの心こころをなぐさむる者もの 汝なんぢの老おいを養やしなふ者ものとならん 汝なんぢを愛あいする汝なんぢの媳よめ即すなはち七人にんの子こよりも汝なんぢに善よきもの之これをうみたり 16ナオミその子こをとりて之これを懷ふところに置おき之これが養育者もりとなる 17その隣人となりびとなる婦女をんな等たちこれに名なをつけて云いふ ナオミに男子をのこうまれたりと その名なをオベデと稱よべり 彼かれはダビデの父ちちなるヱサイの父ちちなり 18偖さてペレヅの系圖けいづは左さのごとし ペレヅ、ヘヅロンを生うみ 19ヘヅロン、ラムを生うみ ラム、アミナダブを生うみ 20アミナダブ、ナシヨンを生うみ ナシヨン、サルモンを生うみ 21サルモン、ボアズを生うみ ボアズ、オベデを生うみ 22オベデ、ヱサイを生うみ ヱサイ、ダビデを生うめり
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